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お
り

づ

き
た
や
ま

愛
知
・
下
津
北
山
遺
跡

所
在
地
　
　
　
愛
知
県
稲
沢
市
下
津
北
山
町

・
下
津
南
山
町

・
下
津
小
井

戸
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月
―
九
月
、　
一
九
九
七
年

一
二

月
１

一
九
九
八
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
帥
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一品
橋
信
明

。
大
崎
正
敬

・
加
藤
博
紀

・
早
野
浩
二

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
１
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
津
北
山
遺
跡
は
、
木
曽
川

の
分
流
で
あ
る
青
木
川
に
よ
つ

て
形
成
さ
れ
た
微
高
地
と
そ
れ

ら
に
囲
ま
れ
た
後
背
湿
地
に
立

地
す
る
。
遺
跡
の
約
二

・
五
臨

部

西
に
は
尾
張
国
府
跡
が
所
在
す

跳
　
る
。
発
掘
調
査
は
、
尾
張
西
部

納

都
市
拠
点
地
区
開
発
に
伴
い
、

二
年
次
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。

調
査
面
積
は
計
四

一
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
遺
構
は
、
中
世
初
頭

（
〓

一世
紀
後
半
）、
中
世
前
期

（
〓
一―
一
四
世

紀
）、
中
世
後
期

（
一
四
―
一
五
世
紀
）
の
三
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
中
世
初
頭

に
は
、
南
北
五
〇
ｍ
に
及
ぶ
不
定
型
な
方
形
区
画
と
、
区
画
内
に
配
さ
れ
た
掘

立
柱
建
物
を
中
心
と
し
た
遺
構
群
が
展
開
す
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
七
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、
方
形
区
画
南
溝
か
ら
出
土
し

た
。
南
溝
に
は
、
「僧
」
「仏
」
「上
」
な
ど
と
墨
書
し
た
山
茶
椀
三
〇
点
以
上
、

「大
」
と
刻
書
し
た
山
茶
椀

一
点
、
緑
釉
円
塔

一
点
を
含
む
大
量
の
遺
物
も
投

棄
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
方
形
区
画
内

の
廃
棄
土
坑
に
は
、
「僧
」
「見
」

「上
」
な
ど
と
墨
書
し
た
四
〇
点
以
上
の
山
茶
椀
、
陶
硯
三
点

（風
字
硯

一

点
・
方
形
硯
一
百
０
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
方
形
区
画
と

そ
の
周
辺
に
は
、
猿
投
常
滑
窯
陶
器
三
筋
重

。
水
注

・
片
口
小
瓶

・
子
持
器
台
、

青
銅
製
提
子
の
環
座
金
具
な
ど
、
宗
教
的
な
色
彩
が
濃
厚
な
遺
物
が
多
数
分
布

す
る
こ
と
か
ら
、
中
世
初
頭
に
は
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
　
「　
□
　
□
　
□
群
嬰

隅　　　辟Ⅷ
揃・…‥円　

叫
正（∞ｏ
十
Ｐ∞
）
×
（Ｐ
］
卜
）
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ



木
簡
は
、
接
合
し
な
い
二
片
と
墨
痕
が
確
認
で
き
な
い
一
片
が
あ
る
が
、
元

来
は

一
点
の
木
簡
だ
っ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
が
、

文
字
が
記
さ
れ
た
二
片
は
そ
れ
ぞ
れ
木
簡
の
右
端
、
左
端
に
相
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
材
質
は
ヒ
ノ
キ
の
板
目
材
で
、
木
目
方
向
を
横
位
に
し
て
文
字
を
記

す
。
墨
痕
は
総
じ
て
不
明
瞭
で
、
全
体
の
文
意
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
世
の
寺

院
と
す
る
前
述
の
推
定
と
関
わ
る
語
句
が
散
見
す
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
稲
沢
市
教
育
委
員
会
の
愛
甲
昇
寛
、
名
古
屋

大
学
の
稲
葉
仲
道
、
名
古
屋
短
期
大
学
の
上
村
喜
久
子
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

の
清
田
善
樹
、
日
本
福
祉
大
学
の
福
岡
猛
志
、
中
京
大
学
の
村
岡
幹
夫
の
各
氏

よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
愛
知
県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『下
津

北
山
遺
跡
』
全
一〇
〇
〇
年
）

（早
野
浩
二
）

2004年出上の木簡

(配置は推定)

(名古屋北部)

6      5

尚
倒
超

4  3

き
よ

す

じ
ょ
う

か

ま
ち

愛
押

清
洲

城

下
町
遺
跡

１
　
所
れ
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

愛
知
県
清
須
市

（旧
西
春
日
井
郡
清
洲
町
）
大
字
清
洲
字
古

城
ほ
か

一
　

一
九
八
六
年

（昭
６．
）
八
月
―

一
一
月
、
二
　
一
九

九
二
年

（平
４
）

一
一
月
―

一
九
九
三
年

一
月
、
三
　
一

九
九
三
年
七
月
１
九
月
、
四
　
一
九
九
六
年

一
二
月
―

一

九
九
七
年
三
月
、
五
　
一
九
九
七
年

一
一
月
１

一
九
九
八

年
三
月

側
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

一　
梅
本
博
志

。
小
澤

一
弘

・
細
野
正
俊
、
二

。
三
　
大

竹
正
吾

・
蟹
江
吉
弘
、

四
　
増
澤
　
徹

・
宮
腰

健
司

・
原
田
　
幹
、
五

黒
田
哲
生

。
石
黒
立

人

・
浅
井
厚
視

遺
跡
の
種
類
　
城
郭

・
都

市
跡
、
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代

後
期
―
江
戸
時
代




